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第 2 結合 部 |「 ハ ー モ ニー| で 記念 撮影 

18 次 ・ 第 19 次 長期 滞在 クル ー。 前 列 左 か ら 
ユー リ ・ ロ ンチ ャ コス フス マイ ケル ・ フ ィ ン ク 、 若田 
光一 宇宙 飛行 士 。 後 列 左 か の ら ゲ ナディ ・ パ ダ 
ルカ 、 マ イケ ル ・ バ ラッ ト 宇 宙 飛 行 士 、 宇 宙 旅 
行者 の チャ ー ル ズ * シ モニ ー 氏 (4 月 1 日 ) ( 右 ) 


ソユーズ 宇宙 船 の 打ち 上 げ ノ 帰還 用 スー ツ を 


2009 年 3 月 に STS-119 ミ ッ シ ョ ン で 打ち 上 げ ら れ 、 日 本 人 と し て 初め て の 

際 宇 宙 ス テー ショ ン 長 期 滞在 を 行っ て いる 若田 光一 宇宙 飛行 士 。 6 月 

まで の 約 3 か 月 半 の 間 、 第 18 次 第 19 次 長期 滞在 クル ー の フラ イト エン 

ジニ ア と し て 地球 を 周回 する 軌道 上 で 暮らし 、6 月 中 旬 に 打ち 上 げ ら れる 

STS-127 ミ ッ シ ョ ン の スペ ー ス シャ トル 「 エ ン デ バー 号 | で 地球 に 帰 恒 する 予 

定 で す , ここ で は 、4 月 下旬 一 5 月 に か け て 撮影 され た 若田 宇宙 飛行 士 の 
写 


国際 宇宙 ステ ーション で の 生活 の 様子 を ご 紹介 し ます 真 :NASA 提 供 
[ ズ ヴェ ズ ダ | で 制 

| 振 尊 置 付き トレ ッ 
ドミ ル の メン テ ナ 

時 ンス 作業 を 行う 若 
田 宇宙 飛行 士 (4 
月 22 日 ) 


べ る 若田 宇宙 飛行 士 。 後ろ に は リン ゴ の 入っ た 袋 も 見 える (5 月 14 日 )( 上 ) 
「 き ぼう | 船内 実験 室 と 、 若 田 宇 宙 飛 行 士 の 出身 大 学 で ある 九州 大 学 の 
医学 部 百年 講堂 (福岡 県 ) を 結ん で 行わ れ た 交信 イベ ント 「 若 田 光 一 宇宙 
飛行 士 か の ら エ ー ル ! ! ライ ブ 交 信 と 宇宙 授業 | の 様子 (3 月 26 日 )( 下 ) 


田 光一 宇宙 飛行 士 の 国際 宇宙 ステ ーション 長 

期 滞在 も 、 す で に 2 か 月 以上 が 経過 し 、 残 す 

と ころ あと 約 1 か 月 。 滞 在 は 順調 に 進ん で い 

る よう で す 。 本 号 で は 、 そ の 若田 宇宙 飛行 士 
の 宇宙 で の 元気 な 姿 を 表紙 に 取り 上 げ ま し た 。 昨年 以来 | き ぼ 
う | 日 本 実験 棟 で 行わ れ て きた 実験 の いく つか も 、 代 表 研究 
者 の 先生 方 に 取材 し て 記事 に まとめ て いま す 。 も う 1 つ 、 ホ ッ 
ト で タイ ムリ ー な 企画 と いう こと で 「 世 界 天文 年 2009| を 取り 
上 げ ま し た 。 大 文 年 の 由来 や 、 半 年 間 に 各地 で 行わ れ た イベ 
ント 、 そ し て 7 月 の 和 既 日 食 に 向け た 企画 
な ど 、 日 本 委員 会 の 海部 宣 男 委員 長 に 
語っ て も らい まし た 。 他 に 、 秋 の 打ち 
上 げに 向け た H-IIB ロケ ッ ト の 燃 
焼 試 験 や 、 春 か ら 調 布 航空 宇宙 
セン ター で 稼動 し て いる スー パー 
コン ピュ ー み な ど 、 多 岐 に わた る 
JAXA の 活動 の 最 先 端 を じ っ く 
りお 読み くだ さい 。 
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浅 島 誠 中 の 特 任 教授 
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表紙 :「 き ぼう] の 船内 実験 室 で 、 フ ァ セ ッ ト 結 晶 成長 実験 を 
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宇宙 機関 の シス テム も 含む )。 調 布 の シス 


処理 で きる 浮動 少数 点 演算 の 回 数 を 表わし ます 。1M (メガ ) 


こ 1000 兆 回 を 表し て いま す 。 


1 兆 回 、1P (ペタ ) は 1 秒間 ( 


ム の 導入 の 歴史 を まとめ た も の で す (JAXA 統 合 前 の 各 衣 
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算 機 の 処理 速度 も 記載 し て いま す 。 速 度 の 単位 は 「 フ ロッ プス ] で 、 コ ンピュータ が 1 秒間 ( 
10 億 回 、1T (テラ ) は 1 秒間 ! 


1G (ギガ ) は 1 秒間 ! 
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の 表 は 、JAXA の スー パー コン ピュ ー タ シス 
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ュ レ ーション の 事例 (H-TA ロ ケッ ト の 打ち 上 げ 時 の 音響 場 ) 
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ロケ ッ ト 先端 の フェ アリ ング は 取り 付け られ ず 、 固体 ロケ ッ ト ブ ー ス 
ター も ダミ ー だ が 、 第 1・2 段 は フラ イト 用 機体 。 4 月 21 日 21 時 
に VAB (大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 ) か ら 移動 を 開始 し 、 約 30 分 後 身 
点 に 設置 。 射 点 設備 と ML (移動 式 発 射 台 ) の 配管 結合 や 点検 作 
業 に 続き 、 推 進 薬 充 填 作業 が 夜 を 徹し て 進め られ た 。 


ロケ ッ ント の フラ イト 機体 を 用 いた 、 ぢ 


基 の LE-/ 人 へ A エ ンジ > 


月 2 日 と 22 日 の 2 回 に わた り 、 地 上 設備 に 品 
ケッ ト を 固定 し て 行う 燃焼 試験 「[CFT (Captive 
Firing TesU」 が 、 種 子 島 宇宙 セン ター 大 型 ロ ケッ ト 
発射 場 の 吉信 第 2 射 点 で 実施 され まし た 。 
今回 の 試験 は 、 直 径 5.2m へ と 大 型 化し た 第 1 段 機 
体 (H-TA で は 直径 4m) に LE-7A エ ンジ ン を 2 基 導 
着 し た 、H-TB ロ ケッ ト の フラ イト 機体 と し て 初め て 
の 燃焼 試験 。2 日 に 行わ れ た 10 秒間 の 試験 は 「 エ ン 
ジン 2 基 同 時 燃焼 に 対す る 安全 性 ] [機体 と 設備 の 適合 
性 | 及び 「 カ ウン ト ダ ウン シー ケン ス 」 の 確認 に 主眼 
を 置い た も の で し た が 、 続 く 22 日 の 2 回 目 の 燃焼 試 
験 で は [液体 水素 ・ 液 体 酸素 タン ク の 加 圧 特性 ] や 「 燃 
焼 中 の 機体 各部 の 振動 等 環境 デー タ ] な ど 、 実機 で 
な いと 得 ら れ な い デ ー タ を 取得 する こと が で きま し た 。 
実際 の 打ち 上 げ で は 体験 する こと の で き な い 「150 秒 
間 も の 地上 燃焼 | も 人 迫力 に 満ち た も の で し た 。 
中 村 富 久 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ は CFT を こう 振 
り 返 り ま す 。 
「 今 回 の 燃焼 試験 は 開発 で 最大 の ヤマ 場 と 言え ます 。 
も し ここ で 万 が 一 火災 で も 起こ っ て し まう と 、 フ ライ 
ト 機 体 や 新しい 射 点 設備 が 損傷 し 、 ス ケ ジ ュ ー ル に 大 
幅 な 影響 が 出る …。 そ うし た 「 万 が 一 ] が 生じ な いよ 
入念 な 準備 の も と 試験 に 臨み まし た 。 
個人 的 に は 、2 回 目 の 燃焼 試験 の 『150 秒 間 ] が と 
て も 長く 感じ られ る か も し れ な いと 予想 し て いた の で 


ン に よる 地上 燃焼 誠 験 を 実 池 


す が 、 意外 に も アッ と いう 間 に 終わ っ て し まい まし た 。 
打つ べき 手 は すべ て 尽く し 、 特 に 心配 の タネ も な く 試 
験 を 迎え る こと が で きた か ら か も し れ ま せん 。 

また 吉信 第 2 射 点 の 設備 を 使用 する の は 今回 が 初め 
て で し た が 、H-IA ロ ケッ ト 以 来 の 同じ メン バー が 継 
続 し て 取り 組ん で いる こと は 確実 に 力 に な っ て いま す 。 
三菱 重工 さん と 共に 、2 度 の 試験 を 事故 な く 無事 終了 
し 、 必 要 な デー タ も 取得 で きた 。 ホ ッ と し て いま す ] 

現在 は 、LE-7A エ ンジ ン を フラ イト 品 に 交換 する 
作業 が 進め られ て いま す 。 こ の 後 、 実機 SRB-A な ど 
を 装着 する な ど し て 、 打 ち 上 げに 向け た 最終 リハ ー サ 
ル で ある 「GTV (Ground Test Vehicle = 地上 総合 
試験 ) の た め の 準備 に 入り ます 。 


試験 中 に 生じ た 大 き な 雲 は 、LE-7A エン ジン の 燃焼 ガス で ある 
水蒸気 と 、 地 上 設備 を 保護 する た め の 冷 却 水 か ら 生 成 さ れ た も の 。 
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自分 な り の 発見 を し て も らい た い 。 そ ん な 願い を 込め て 、 
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ガリ レオ の 
望遠 鏡 レプ リカ 


mAS ン と ヘー リリ 6 つや お? 想 寺 7 
所 時 コマ の 会 囲 倒 維 結 つく em" 


K べ で ロ 臣 や 
JpDnvp4Q っ 如 っ 


ーー 手 し 20 ぐ の 心 況 情 S 寺 
RssyO だ ビス No@ で し つつ 心 人 ? 
尋 没 HH 較 し お ン 0 で GS マン ヘー 
公 付 国 y0 で りく ス 36 か "上 ロ 衝 KK 
相 坦 で マン ヘー 人 お も p 選 ンス 
3 人 約 で 6 か GS 王 pm 由 ぐ ー 
い 38/ [SS20 あ お コ つ らら R マ ペー 味 
ShemR6n い | しか" 性 
S ぐ コマ リー ズ 3^ hsR じ 8 つろ 
ト JGー 叶 定本 hs 要 8 人心 
ぶつ むく 3 お 選 つ SAQ  YO- で 
り で へ ペー た かー し 没 立 つ じ め 心 
naJ np で し 

め 必 ロ い 387 | 陣 め 生 さ ] 
串 玩 守 の つろ 心 G も な 介 。 時 
ペー ざり じ 駆 必 容れ り 和 パコ 時 


"oc 所 ( 案 *) 6 計 抽 杜 キ 
か ー い ン T レ pQ ろ 8 つ お お” 地 
2JJp*O で GS で 吾 ス し 輔 ex@ 湯 s 
も 邊 シ 霊 束 閉じ 尽 学生 赴 
党 38 守 つ へ 胡 G 吾 麗 結 講 J-S2J 
克 の 過 年 じ で GN さ ペー ペ ー の 26 
ン mRe6 か YY る つ 妃 ろ 二 人 め 3S 
Se 記 還 ペー が 6) 人 じ 思い 宮 
も りお コ い moooo 下 ( 抹 慰 ) 
川 還 い 紀 し Q の ざら の ピ " ト JxuQ38 
eo 邊 し 届 会 忌 ” 十 全 6 皿 会 会 
Rm ト JS で 8 守 譲 想 jpyG 
ぐも 3 計 ン ント JS で 9 政 で じ 引 綴 
ぐ 下 幸生 記 突 つ し ろ 偶 7 
で 人 Sh2JD85Q 明 人 レ | 避 
り 望 共 半 じじ 状 較 S 忌 民 G K 
よ や 生 9 つ レ SS46 お 家 Hh つ 
いじ め p 必 36 

ーー 宮 札 輸 村 じ め 箇 23 で Ko やつ 
^6nG? 

画 SSxosRGT ロ AHNー 
ずつ ゆい 誠 人 多 お GS 「K 代 KG 画 ] 
Eo だ べ 導 間 SHIISNI 
G 茸 組 を 民 礼 We 0 ろ 
計 性 りつ いり 球 本 宇 剛 つ いく 
ぐし や " 


か りり 逢 る 和 ペ 仙 忌 十 全 で 
P ス soa6 い か 公 
貞 褒 円 回 人 RC し 7 所 蜂 民 層 千 り 


や る で ン ら SQ862JI244 名 公約 6 
か 。 | 寺 肌 人 個 め つ つつ お つづ" 
[所 囚 且 K 時 らら の | ぐー 
マ で 一 公 3 要 うお 的 SAS で 令 
SS や …37 吾 更 疲 を 選 下 編 富 HL 
ERO プ IIRNIEulhgI に CS さ AY0 さり 
RS DS で" へ 名 
し 担い し ス i4S 接 生 り め [に 下 SS 
ロ G 呈 電 G 思 xs 民 」 く 心 門 叶 令 
べべ ひ ソス)GpG の 3S 選 36m っ 6" 


凡 環 避 紅 眠 lpt@ 了 K 殿 久 伝 


凡 但 届 半 洋 pto 尺 S で 
K 民 六 


ーー Q 〇 ご の 中 8 生き 表 ・ 宗 
へ で て 人 吾 催 悪 じ 寺地 陸 村 つじ 
会 xnaQn 和 ざき の の 吐 り 親玉 
*S" 

昧 嘆 沖 届 部 し 地 坦 提 忠 守 り 村 
GS 人 必着 上 案 さき 表 会 人 U い 会 
る 5Q る SOSxea6n い も か 公表 押 計 
S387 守っ 全 介 環 地 競 尾 利 記 寺 
愛 過 豆 Y 谷 つ ^ SS 四 y0 り 皇 
つ 届 3 しか" mo の の 時 品 民 
会 必 隊 計 つ ′ 朋 時 o 下 り 【 瑞 本 6 ぐ 
忌 和 ] つ ろ 避 枯 近 つ し うろ が 
で 人 租 J7 生 さ 胡 休 で 0 
訓 麹 閉じ 全品 舞 尽 寺 材 忘 ぬ つつ 7 
会 いや G 康 時 史 交 聞 提 G 上 し 6 っ ) 
師 56 会 全会 届か 垢 坦 ) 
3262JQG^6 心 宮 4JFJAO も 3SN の 会 7 
志 ぐ 芝 人 9 お で お や し" 
ーー 守っ 人 吾 麗 明 xyamR も し 
いく し 人 か 祭 " 

早 嘩 mn か) さ へ 人 K 記 訣 束 
< や yo) 玩 て Sp SS 県 と 
% 秩 お PO ざこ 心 絡 史 請 く 


写真 ) の ほか 、 


「 君 も ガリ レオ ] 

望遠 鏡 

倍率 15 倍 [組立 天体 望遠 鏡 ] 

(口径 40mm、 星 の 手帖 社 製 

倍率 35 倍 の 「 オ ルビ ィ ス コル キッ ト スピ カ ] 
(口径 40mm、 オ ルビ ィ ス 株 式 会 社 製 ) の 

2 種類 が あり ます 。 
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まな に 選 ッ て る 化 広 部 研 率 社 ボ 2 る は 今 に で で 炭 う れ 素 め と 構 宇 
す 使 応 手 ク \ こ プ く < 品 究 い オー0 こ こい 回 や 使 に 素 特 て 材 ら 軽 遺 選 本 * 
用 用 が の こと ラ 利 か と る | の 0 の と こ (や 用 ロ 概 長い は れる : 手 ソ 互 由 
条 し 使 り の が ス 用 らし チビ テ 9 新 が の 冬 弱 さ ケ ヶ 維 を ま る な 手 の ン 材 航 
件 「 用 邊 上 の 間 光 2 タ 1 計 し 検 拓 衝 点 れ ツ 給 も 二 各 りく る ス 素 ビ 料 空 
に 軽 す 1 料 的 ツ 能 近 進 ムル マ 度 い 討 を オ す が て ト 化 つ “ 国 テ "ピカ ッ ジ び 
面 量 る ジ を で ク な な め と エ に の 素 さ 改 リ ぁ あい や プ 先 低 の 1 さ 1 を ク で 分 
を な ソ ュ ユ 10 の 新高 ら リ ン 選 一 材 れ 良 ン シリ り ま 人 人 ラ 進 比 技 ジ ま ド 最 且 野 
る が り 競 年 を 応 し 局 れ A ジ 定 宇 め て し ビ ミ す エス 複 生 術 っ ざ に 大 に 
と ら 技 久 の 用 い 語 まえ きま 軸 応 いた うす が 何 ナ 合 で の の ま 面 限 朱 の 
を 全便 衣 を 介 軸 と たり 1 用 用 と 。 ロ バク 村 昌 貼り 倫 合 戦 
述 也 系 現 こ M T 弧 王 守 
2 抽 も し S は ま ま 『1 
証 周 ク ン ーー テ ン > 圭 研 品 、 台 
し 酷 分 表 ピ し す 強 機 同 の 会 ラテ は いて で 性 析 す る いわ の 求 さ す 


字 軸 衣 党 の 技術 で メダ ル を を ねらえ ! 


JAXA が 文 反 する 水上 最速 の 競技 


ニク 水 の 上 を 猛 ス ピー ド で 滑走 する 競技 | リュ ー ジ ュ |。 

2010 年 に 開幕 され る 冬季 オリ ン ピ ッ ク で は 、 
日 本 選手 団 の | ソリ | に 、JAXA の 技術 が 利用 され る こと に な り ま し た 。 氷 上 最速 の 競技 と 、 
宇宙 航空 の 最 先 端 技術 。 そ の 意外 な つなが り を ご 紹介 し ます 


2mX2m 低 速 風洞 (時 束 約 150W) で の 
トリ ノ 五 輪 代表 牛島 茂 昭 選手 に まあ 謎 験 の 様 請 
(日 本 ナシ ョ ナル リュ ー ジ ュ 地誌 診 提 儀 ) 
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リュ ー ジ っ ュ 連盟 ボス ター 
宇宙 航空 分 野 で 得 ら れ た 技術 を 、 
氷上 最速 の スポ ー ツ 分 野 へ 。 

新しい 炭素 繊維 強化 プラ スチ ッ ク は 、 

リュ ー ジ ュ の ソリ の 胴体 部 分 に 採用 され る 。 


「 天 文学 者 の ブロ グ ] に 海外 か ら も 反響 が 


世界 天文 年 に は 世界 中 で 行う 世界 企画 と 、 各 国 で 独 
自 に 行う 国内 企画 が あり ます 。 

世界 企画 に は 11 の 主要 企画 が あり ます が 、 そ の う 
ちの 1 つが 「JAXA's] 023 号 で も ご 紹介 し た 「 天 文 
学者 の ブロ グ (Cosmic Diary)」。JAXA か ら は 結局 、 
私 を は じ め 4 名 の 天文 学者 が 参加 し て お り 、 和 英 併 
記 で 日 常 を 綴っ て いま す 。 私 の ブロ グ も 、 英語 は か な 
り 怪 し い の で す が 、2 日 に 1 回 で らい の 頻 度 で 更新 す 
る よう に し て いま す 。 和英 併記 の た め 、 あ り が た いこ 
と に 国外 か ら も 反響 が あり 、 最 終 的 な 成果 と し て ま と 
め ら れる 出版 物 (英語 ) に 向け た 記事 の 執筆 依頼 も 来 
て いま す 。 

同じ く 世 界 企画 に は 、 天文 写 真 展 [地球 か ら 宇 宙 へ 
(From Earth to the Universe)」 も あり ます 。 こ れ は 、 
JAXA な どの 望遠 鏡 ・ 探 査 機 が と ら え た 美しい 天文 画 
像 セッ ト を 全国 各地 の モー ル や 公共 の 場所 な ど 人 目 に 
つき や すい と ころ に 貸し 出す も の で 、 す で に 各地 で の 
開催 が 始ま っ て いま す 。 


見 事 の ひと 言 に 尽き る 約 80 基 の 屋外 砂 像 群 


世界 天文 年 が 公認 し た 各種 の イベ ント も 開催 され て 
いま す 。5 月 の 大 型 連 休 中 に 行わ れ た 鹿児島 県 責 さ つ 
ま 市 の 「 吹 上 浜 砂 の 祭典 ] も その 1 つ 。 こ の 祭典 は 、 
「 日 本 三 大 砂丘 ] の 1 つと も 呼ば れる 吹上 浜 の 豊富 な 
砂 を 使っ て 巨大 な 砂 像 を つく っ て 町 お こし を し よう と 
1987 年 か ら 始 め ら れ た も の で 、 す で に 22 回 目 。 

今年 の イベ ント テー マ に は 「 星 空 ゆ め 物 語 ガリ レ 
オ ・ ガ リ レ イ と 世界 天文 年 に よせ て | が 選ば れ ま し た 。 
この テー マ に 沿っ て つく られ る 大 小 合 わせ て 約 80 基 


も の 屋外 の 砂 像 群 は 見 事 の ひと 言 に 尺 き ます 。 ガ リ レ 
オ 、 ケ プラ ー、 プ トレ マイ オス な どの 人 物 、 ピ サ の 斜 
塔 や サン ピエ トロ 大 聖堂 な どの 建築 物 、 春 夏秋 冬 の 星 
座 物語 、 アポ ロ 11 号 の 月 着陸 の よう な ジオ ラマ な ど 、 
それ ぞ れ の イメ ー ジ が 砂 の 彫刻 と し て 表現 され て いま 
し た 。 

それ に し て も 、 招待 作家 に よる 4 基 の 夏 像 以外 は 、 
主 に 南さつま 市 に 在住 ・ 在 勤 の 1000 人 以上 の ボラ ン 
ティ ア が 2 週間 近く か け て つく り 上 げ る と いう の だ か 
ら 、 驚 き で す 。 


日 食 に 向け た 準備 も 着 々 と 進行 


今年 最大 の 天文 ショ ー で ある 薩南 諸島 の 皆既 日 食 に 
向け た 準備 も 、 着 々 と 進ん で いま す 。JAXA で は 皆 
既 日 食 帯 に 入る 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー を 中 心 に 準備 を 進 
め て お り 、 私 の 所 属す る 相模 原 か ら も 太陽 研究 者 ら を 
現地 に 派遣 し 、 解 説 な ど を 行い ます 。 超 高速 イン ター 
ネッ ト 衛 星 「 き ず な 」 を 使っ た 日 食 画像 の 配信 も 実現 
され る 見 込み と な り ま し た 。 あ と は 、 当 日 好 天 に 恵 ま 
れる こと を 祈る の み で す 。 

部 分 日 食 は 国内 全域 で 見 られ ます の で 、 宇宙 教育 セ 
ンタ ー が 中 心 と な っ て 「 み ん な で 木 も れ 日 を 撮 ろう ] 
キャ ン ペ ー ン を 行い ます 。 す で に パン フレ ッ ト が 完成 
し 、 画 像 投稿 用 ウェ ブサ イト の 準備 も 進ん を で いま す 。 
欠け た 太陽 が つく る 、 欠 けた 木 も れ 日 を ぜひ 観察 し て 
みて くだ さい 。 


天文 学者 の ブロ グ 
http://www.astronomy2009.jp/ja/project/cosmicdiary/ 
地球 か ら 宇 宙 へ 
http://www.astronomy2009.jp/ja/project/fettu/ 

「 み ん な で 木 も れ 日 を 撮 ろ う ] キ ャ ン ペ ー ン 
http://edu.jaxa.jpD/komorebi/ 


屋外 砂 像 が と ころ 狭し と 並ぶ 「 吹 上 浜 砂 の 祭典 ]。 背 後に 写っ て いる の は 、 


中 央 が サン ピエ トロ 大 聖堂 で 、 右 が サン タ ・ ク ロー チェ 聖堂 、 左 奥 に は ピサ の 斜 塔 も 見 える 


et で 棋 放 党 ヘン S 学 沈 史 護 さ ③ 2 油 汎 聞 叶 区 回 


hr 計 で 向き 当 訪 汗 の 芝 昔 当 汰 聞 叶 び ン きす ざる 呈 Sm ドーロ (to の の どい) 草 


IF 庄 互 二 デ みて び ざ さて w 宮 選 る 薄 


cv 光村 て 全学 G 昔 ポ で rho の らい 音 沿 汰 翌 叶 」 


め 
ささ 


Jet9y 還 


阪本 成一 


Sakamoto Seiichi 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 


。 専門 は 電波 天文 学 、 星 


間 物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と 


し た 
ロケ 
話 や 
の こ 
リ 計 


広報 普及 活動 を は じ め 、 
ッ ト 射 場 周辺 漁民 と の 対 
国際 協力 な ど 「 た い が い 
と 」 に 挑戦 中 。 写真 は 、 
ュー アル され た 宇宙 科学 


研究 本 部 キッ ズ サ イト 「 ウ 


チュ 
kids 


% 


坦 肖 め 


ンー ンズ | (http://www. 
.jsSaS.jaxa.jD/) か ら 


。 ) 


導 


一 


幸 


ポ 


湖 SHOJ 
OSN 
必 肖 GYAO 


QO の の 世 丈 の こら っ つ ママ 引 民 量 因 財 環 や 
性 量 RHH 吐 江 ⑯ 鉱 宮 宗 咽 旭 雇 N 人 6 で る 肖 環 4 人 SE で で 6 つや" 


っ レ 


らら mG 寺 深 ロ や ンマ の マズ 量 半 下町 史 中 GIANH て か へ ・ へ へ 出 班 146t6 下 記 艦 環 和 < 
つ マ マズ 公 /QG く KK て 44606 て と 必 き i ト で KRENATTA 
「 財 四 賠 細 G 蛇 早 琶 | 公選 で で つ で 


下記 久 電 


era 


民 箕 く で 
そ さろ 5 


AH て かれ へ へ 
Jaywon Shing 
マ の 量 合 団 四 叫 中 


「 昌 SHGR 鶴 ぐ 球 可 次 8 和 SG 洲 


甘 円 
Nakamura Masato 

財 環 芝 首 朗 届 設 

財 環 誕 求 吸 喘 坦 匿 似 溢 近 了 


ONISWE い Ep い 4 
半 ” 中 ・ 国 符 鶴 表 " 稚 思 問 居 男 ・ 
表 甘 吸 必 人 K ル ^ 突 型 末 居 倒 導 
Se | 8 先 5*0| 8 選民 了 K 衝 [人 
ン 旭 | 8 忠 ・ 固 特 徹 hS 要 瞳 つ 
47 人 Am へ も 3SK0P ロー ロ 人 に 
KWLSE=i4772 め そい まく 交 Bu 
和 ] も 宮 G 答 MK 題 hs 固 験 球 
字 み 人 穫 ATmA TFTNTNK| も 8 共 


※ く < ぐ 中 そ さ へ 公 | の 負 *9 お へ 
へ 選 G 肖 濁 や 3 6 生 ロ の の の 叶 
ぐ 必 マー 選択 忌 淫 に ペ ※ ぐ 涯 言 
凌 月 ぐ 敵 尿 会 上 選 抽 QS。 堅 欄 
df 所 味 シ コロ 朗 ら 6 の つら 選 ズ 父 慢 
寺 窒 し 常人 的 つり へ)G 並 り 計 で お 
ト NJU 介 人 民 20 つ お” 涯 斉 拉 圭 パ 
0 記 敵 稚 叶 交 和 36 つ 選 人 忠 味 
し 義夫 宗 
S 芸 皇 連 渡 " 遇 各 G 思 党 " 把 疾 算 
箇 ぐ 款 属 記 。※4EHG 護 訪 唱 税 
2J 勾 0 守 識 宝 -J 加 の ウス 

選 マ の マレ で だ ス ゃ 6 還 羽 舟 
誤 " 単 べ 区 " 褐 季 列 党委 枝 " 賠 
SS 全く GiEsLSKEEEESAWISE 
講 史 如 詩 GS ] 富 め 率 の % つ 
8 く て か を か で へ へ へ 言 @ 率 
所 因 電 隠 松室 慰 じ やせ ^ 剖 れ m 


思 ぐ 窒 MK 画 寺家 mh@hJJ り 計 で 
P へ je" [NKK 穫 ー の | も 5 愉 
園 MK 肝 衣 和 NO" 「NNK 人 て 
〇 | シー ベリ つ 8 園 室 回 英 jp 
宮 国 つじ 忌 ” 居 泡 先 愉 へ 気 一 の 
人 SOS 材 家 jmhG JJ 
2⑳0 つ アズ 5" 


田 演 域 
Gomi Jun 
KEK で ErySNI 


寺地 悪 宗 宰 性 証 倒 Q 〇 の oo 中 
mm り 表 根 つ お 「 寺 雷 列 性 沿 賠 ぐ 
麗人 豆 選 豆 起り いろ 
| の る 心 選 軍 し 7 
「 呈 性 @ 突 尿 的 対人 つ 
いじ 選 時 ヘ ユー と Se 地 
地 容 季 ] を 「 上 性 
ツン 人 O 団 議 呈 SN ヽ 
や へ K 志 多 Ke 忠 ・ 稚 
園 衣 細 nH ヘン] 
いろ し 時 で Q で ビス 
3@” 36 や 3” 時 で 
寺地 誤 絢 経 次 骨 記 茎 補 
< し 4 羽生 豆 計 財 全 
悪人 り 記紀 " 頻 補 
0S こ NeccCICOIat 
3 地 仔 明細 3 田 衣 
客 密 ぐ | 筐 SSY 中 
尾 G 較 肌 品 計 民 だ ha6 
選 如 回 ep くり YO 
祥 信 8 本 べく 地 舞 旭 


届 
に 
山 
マ 
ー」 
上 


定 話 中 
くじ 諸 攻 
| KO に に ココ 
つ 民 府 息 
ICOPEYA 
か 月 へ 
の めき Sr 
定年 遂 
肌 ぬ 日 
つり 里 所 
9 紀 窟 め 
と ッ X く PS 


NASA が 研究 中 の 固定 連 機 
(NASA 提 供 ) 


」 環 』 
ーー 用 


S ぐ 所 瑞 全 福生 6 お 
宰 折 融 党 人 破 G 諾 志 じ 3 型 季 玩 
区 に りり 4JypS8 で し 絢 H 和 eye 宮 各 党 
(へ リト ー ベ ) 
ツン yyQ 全 公太 %0 凌 隊 綱 で ソ 
スポ " 


ーー ス ン 


事例 個 芝 し じ S で ” 壮 麗 識 疫 党 
9 藻 いい OO 半 人 レ スン トド JJ 介入 客 
も SN@JG 編 編 倒 喜 0 お 8" 折 四 
忌 畑 8 代 ろ 棚 演 や 6 「 凸 導 ド ] 
人 9 線 生 つじ 填 里 全 G 絡 時 SS9 国 
JAGS@ ト JAJ3S” An で 騒 
ぐ 思 時 G 禄 演 を ” 固 彰 訟 更 応 大 
※ ぐ 忠 編 人 20 本 宙 肝 倒 S*@3J 航 
Ah" 


十 較 拒 剖 
Kamigaichi Shigeki 
ULTHLSNTSS774 の 3 の で 
玉 新 間 麗 喘 店 周 じ / 一 込 モ 


中尾 BJ い し 計 物 征 べ 計 固 倒 和 
落 人 3 さい G 守 で ヘー ロ 細 較 も 
30 紙 ロ ロ 所 編 侍 岡 き ぐつ じ ぐ 


虹 
敵 』 
他 
性 
中! 
fe 
1 
0 


所 S 温 SH 手 へ K さ く 総 
Cy の 8 包 で 職 区 人 つつ し 8 で 
加 財 々 マーKG 畠 授 2K ト さだ 全 
ー ト ー ふ 0 避 軽く 中 7 
へ ロー ペー ジ 各 届 9 尺 己 誠 
重 記 "名 4m 思 況 や 牌 中 で 扱 家 7 
YENIIGtE MSN: と くり な と くき a7KNES 
つ お ? 畠 和 HR 條 性 86 人 SNCG 中 
と さ へ 色刷 を 有 錯 倒 人 選 "と マ 
の で 3 因 哀 互 人 ーー ホー へ 公 全 
り 散 xp レス sa へ へ 思 8 
無間 Sg つ 人 S ン ツン SN% つ お ? 


くべ Ii ト KR へ Am 
万 才 いつ くろ 
HaA) 
っ 伺 半 金 XG 信 


コロ 1 


会 場 風 虹 
| 


くき NTKRSAmA [和則 地 
昌 G 隊 串 ] 3 直井 禄 和 


意志 豆 妨 了 | し SS” 赴く 忠志 
の し 忠 球 尊 G 地 地 半 寺 全 各 NE も 
0 導 NESISWPNN asM NE 
べ G 選 究 玩 2J 全 下 避 SSK” 総 Q 
3 [大 RG 明 記 | し 人 SS 呈 
3 較 哀 填 坦 KK ホー へ へ 寺 国 り 給 
呈 ぉ yk@ ょ JJ46 で し 東 講 団 G 写 
し ME 守 誠 只 股 議 つ お お" J 必 つつ 
本 隊 3J 祥 全 選 の 式 症 り 個 芝 し 維 
Ne” 紙 の 8 「 守 環 虹 夫人 8 や NO 回 
所 G 弓 較 | し 人 答 で 7 人 T 技 べく 昧 全 地 
電 し 中 夫 つ レス ン ロ 半 8 や" ス 
Q ろ 人 GS 望 で 裕人 S 全 所 殴 で ソ 
S^@” NG4J%0。 還 攻 め 絡 人 M 絆 
2026 で n い 8 昌吉 ACT レス y@ 入 先 
人 3SK@” 幼 ざ 8[ 固 届 SmmnJ% 幼 呈 
4J ス JJ も SS で 本 会 地 畑 り 
選 ン と うろ 必 G3 7 8 拠 巡 征 主 
り で 訪 公 Ko し St" 


2 還 ク 

尾 介 択 公 
Inatani Yoshifumi 

財 環 誕 首 朗 R 尻 設 

財 陣 后 IEAKI ト さ 隊 細 表 


ト JJ だ 会 SG 地 司 肖 細 SsNxe お 吾 
④⑳"「HAKK ト TRSK] ( 現 補 ) 
うろ 心 穴 篤 某 邊 り 届 了 区 りり 交 で や 
y^@” トト 系 呈 庄 国 じ パコ い G ぐ ロト 
作り = 
し 悪い し” 両 能 地 舞 K ホ ー ハ 
mn へ 祝 国 し へ 0 へ 計 玩 部 9 
揚 筐 つね お くべ 旬 民 で お 選 肖 お 


UL 編 空 家 G 手 6 地 介護 幼 全 2J 愉 
3SS@ と 会 寺 提 ene ぐし 。 ロー 
私 で 一 ペー 悦 王 宙 ( 下 ・ 稚 団 
代休 ロ 公 心 さ 公 ミー ト 計時 悪 誤 
舞 癌 虹 )^ 契 4⑯23 下 本 雇 求 (で マ 
ママ -9 明 明 人 WE) 全く つぶ" 
路 忌 JiosnG く たつ ベー リリ 26n@ 
Se いい 8 や さ 移 へ ホー へ 見 へ 公記 
で 6 つや 8? 


ーー ーー] 
三 則 堺 1 喧 
Kawaguchi Junichiro 
忠 ・ 鶴 員 詳 細 T 
1 人 ト ヾ へ ふ ふ 


IN や や ミー ト 


いざ 共 で 6 下 ・ 稚 喘 護 細 愉 ミー 
候 公 弟 銘じ ろ x@ 筐 窟 8 | ズ 団 ぐ 
忠吉 計 袋 豆 K| NHS 改 さり) | 所 
時 史 足 郷 pt 飛 部 性 座 密 ] NH 
心 べ 会 Q 性 福 り 計 どい ウス)@” 距 皿 
回 軸 財 [人 シル ] 60 計 鶴 明 9 
戻る お "人 鬼 G 上 昧 細 ち パ ^ 落 コ ロ 
局 妥 9 つり 凸 性 G 忠 毅 AJeNGH 水 
か ー 表 経 り +6@ 単 で 式 牧 堪 「 GS 
沈 ” 穫 べ ・ 肖 べ 中 癌 会 きつ お べ 
3J ロ 和 ー リ 6 の 衝 紀 人 S 世 明 因 
人 S20 つ へ se" 「 先 人 0] 
臣 志 " 選 党 上 弟 ぐ 半 王 和 Sxe" [53 
を 移 | Sm 昔 志 RG 地 電 渦 に 
し SS” 人 給 1 人 庄 細 正吉 軸 
中 も - で yG 秋 会 HG 並 密 り 
で ウス ン ュ JseASh の " 


つい "SSte 軸 G 忘 呈 計 幸村 人 の 
ツン" 守家 G 直 くべ 上 細 8 「 更 
記 洋 軍 | し 人 Q 選 ” 対向 JCSyG 
っ 財 G 定 し 肌 志 互 履い で 
か ふろ 心 穴 @ 公 密 り 6X@" ト ) 
中 こ 心 守 SROsSk@3J” 坪 S2JG 
_6n 所 瑞 り 層 向 会 忌 刷 ” 尽 交 
臣民 皿 放 和 mh 公選 稀 人 の 麹 ソン 接 
で お 玲 造 し 問 名 を 角 表 雷 敵 倒 型 )J 
いっ J%0AJTN@ 会 結 4J7 ト J36 
し 43036 で マン 燃 中 尽 G ロ も G 
放り 甘 つろ ストール 改 ふ 下 キ ー 篤 移 
に NEPSSA こ ム マ スバ 
ヒコ 

kJG 選 性 〇 つろ 地 坦 諾 畑 ぬ 
く 会 沸 人 り スン 全品 い うい 和 中 癒 
人 で KS や AA うく GS” [ 下 ・ 
鶴 慌 詳細 中 羽 義 終 和 半 圭 G 問 還 
し 3Sxe" 6 お 担 誠 を 半 幸二 宗 
ユー と つの ウス ン pS しめ の 3S で " 
"で で” 素地" 叫 証 る 半 翔 G 衣 
R 吹 生じ 忌 紀 め と し 3Sy ] 
( 三 口 )^「 較 普 半 る つ 広 全 選 
まく (SM の 0772 の めい 
へ 寺 間 ウス ン | ( せ 記 )/ | 
SMILEIEEESSYSKOIRapokCGiscd さ N 
和志 や や ロー くき 紀 活 個 寺 的 羽 
26n り 要 選 会 4h 絶 33 [*S1 く 
落 ぐ 還 肖 』 寺地 SG 洋 幼 』 の くい で 
堅 43 篤 個 牙 り 公 いし yh@SG も 3 
學 ろ 会 ( 四 )/ | 性 8 
し 6 得 褒 し 穫 べ 生還 人 半 人 hG 束 調 
ぬい ン や お 7 NR 絶 p 男 論 詞 計 
直 べ 坦 更 福 鈴 言 つじ く 会 況 ろ 
JCpG 旬 刷っ 」 (本 国 写 ) 人 守 
表 ぐ 詳細 GS り 衣 選 志 % 計 ン ツジ 
3QS ろ 察 つ く H 紅 嘱 騰 出 
5 お ン %O<SSSN@ | ( 紀 Q) 30G 
角 公 宝 *% で 6 つや? 


ロロ ロリ ビビ T 
0 


| 


AA ーー 


J 


“ ( 1 
NMAIUL IN 電導 7 
いい 1 が ドー 


ーー 


い \ で! 
* 


ーー っ 
SN 


画 終 鞭 GQ っ つら の 母 や 式 
昌和 AO 二 守 中 応 拉 困 選 計 所 畑 
下 ( 志 で マ の で) ぐ K マ ーK ハ と ンー 
| トー へ 慰 で KK 中 (の ロロ の 一 放 
mto) 3^ 密 思 の 還 本 Go 屯 靖 
ロロ く 公 公 さ 伯 坦 拓 爾 疫 く @ 必 へ 
公 人 トー 骨 (GxC ス 7 KK マーK ふ を 
ー さ 絶 経 GH 朱 や ー ト ー さ も く 

いく 人 環 富 玩 瑞 Ys 思 合 つ いり" トー 
私 へ 小 で 人 K 下 り 下 4m つ 放つ お ? 

WWG" 絶 剛 ミー 父 肢 lo 互選 
会 避 当 避 ( 淫 だ om) は 会 お 
直 の 回 G 宮 未 委 宮 2) く 人 人 
ミ 志 地 請 換 明 倒 寺地 陸 村 員 肌 必 半 
悪 軍 R へ 心 巡 / 軍 維 宮 是 り 臣 へ 2:9 
公 と と ロ ベ ドロー や ト G 巨 共 角 や へ 


STS-125 の クル ー に よる ハッ プル 宇宙 望遠 鏡 の 修理 


(飛行 4 日 目 、NASA 提 供 ) 


INF ロ RMATIOIN 性 


の JH へ 和 宙 国 G 
TNI ROSSEic 
王 旨 出 伏 会 羽 窒 


2 て かー 人 AM 箇 辻 つ い 7 刀 昭 ND 。 エロ ロロ 具 曜 放言 似 お つ 展 じ 舞 思 
用 NN くさ 2 人 則 < 回 S 守 着 枯 語 后 記 下 O っ る 還 多 
NN Ni て 中江 人 8 千 刀 る こき 中 半生 細 
eee へ 重 5 PESSSE タ 
uo] トー 心中 で KHlEGN ミ ー37 J で 人 n 提 上 奨 康明 n 語 SSP 人 財 く 選 ゃ S 守 る 
1 1N SNSRN 還 終結 トー ロン 醒 記 の G 業 時 ささ 。S 北 刻 海上 國 
g び ) へ へ PA 昌 下 察 難 幸 王 抱 田 求 | m 菩 G 旨 愛人 言 ,8MG ( 誠 導 民 引 中 銘 時光 
の Sri まま も モ に EE'S は ドモ 
ソフ へ Seeete ン つや 還 記 へ 六 財 べり 混和 り 加 OKxo 組 る S 古 量 区 記 
4 まり に OH 年 公 人 提 yo.SsG 地 INFO ロ R ロ MIATION っ 


地上 トー へ へ 午 争 破 (ビビ テウ) ぐ 
忌 中 相 ( 抽 圭 信 詩 藤 ) 会 m ら っ 中 
ざ 下 代 ロ " 瑞 芝 地 や へ ネー ジリ 
享 舞 つ つつ お ? 人 J 選 8 マ 下 に 上 
りう 編 朋 他 環 や へ ネー: 当 間 っ つ 7 導 『 
吉 察 換 例 必 身 詞 敵 財 環 王 合い 

こ お の ぐり 人 江上 ロ 軸 條 下 班 寂 


財 下 Sc 
臣 四 回 四半 人 守 | 
Oo 中 選 思 拉 守 うけ 
臣 固 定 是 調 < 


的 り 軍 押 完全 呈 拉 宣 帯 官 人 
本 人 h 表 寺 揚 や へ ネー の 無 *o 選 
8 つ お ? 


occ 叶 の 下池 り 王 邊 画 寺 押 
や へ 一 会 礼二 人 選 SS 邊 
の 会 式 で お 選 郷 下 連 志 た し 


つっ 5 1JG に 6 で 会 守 ] 
人 弄 で 下り 肌 K@J) 離 
436 


絹 
押 
や J 
手 憶 せ ^ 牌 候 隔 キト 中 田 矯 ? 較 忠恒 回 軸 半 人生 ン を 8 四 性 上 記 持 に 中 胡 玲 室 6 TRG 拉 宮 " 羽 和 馬 
得 牌 キト 式 田 鈴 " 前 居 洗 較 So 上 ロ ロ エ 泥 の 並 中 材 ( 呈 手 。 会 東レ に り S お Se 捉 淫 選 色 記 
ー さ る 剖 凌 呈 ロー ミ Gey 回 秋 構 ) 中 抽 下 中 ぐ 祝 居り 凌 仁 。 李 容 缶 叶い 6 和民 
い 中 咲い 提 ぐ " 押 当 E TDD48S6 つ | (o 中 人 四 表 宇 )" 侍 科 全て を 」 
均 G 昌 島 xaIEO 選 軸 て と て ロ ー を と 4 「 全 を 」 87 か も 中 提 代 お G 列 に 條 忘 普 家 送 肌 要 記 37 財 
G 絶 響 44 穴 表れ やつ し 庄 層 回 際 斉 常 構 記 所 し つい 提 選 " 苦 叶 所 GOQShG 環 陳 守 " 電 NG を 
衣 寺 2 jEO 宮 是 お 咽 浴 肘 軸 ( き 生 ) ロ 下 人 る 次 補 球 正 避 くべ” 天 9 問 96ee 咽 四 2OShKG 直 騰 直 集 人 
SKIa 人 の 中 時 QT ペ 壮 7 6 で 恒 胡 負 0 臣 人 S 選 6 


回 つつ SS 余 選 徒 宮守 完 史紀 や り ろ 6 
ヶ つ 
^ ぐ N 
59 INF ロ ロ MIATIOI 王 
商 に らい ママ そ へ へ 擬人 和 公 か さい つの の 
ど と 
= 湯 <FhHHG ホ トー トル 3 4 
ん ん, IN 
和 M UaAeESA < 
] ムー テア アン で 
四 入 G 
社 ] 半 全 SR] 過 電 く る る 
ボー 人 へ 較 に ジマ 
中 選 人 SN 史 欄 財 ( 洋 款 せ じ 弓 選 紀 。 
2 ぷらり き 明 徐 選 必要 王寺 六 記せ つ 外 G 只 ご 
Im ) ヨ 志 へ 衣 ち 富 軍 相 富 折 多 1) 恨 し 天 避 誠 = て 5 
加 ・ へ っ 更 揚 直 一 臣 守 的 上 全 全編 る 呈 ま SS 名 
の 一 宣 作っ 本 市 記 G 元 坦 xmHKQ 和 年 時に さる 、 玩 束 
振 %G@ 往 . 昭 寺 る 局 G へ も 玖 こ 押 や 8 衣 光 し 』 
Ki 民 史 S に の で て 9 の 呈 で 完 。 思 e 
m 了 つつ 防 G 選 提 く 舞 つ ーー m 稀 。 ふ お 史上 昌 g 人 
z 1 ト 呈 の 理 拓 」 団 中 時 拓 / 親 > 涯 か 人 ご 8 生食 凡 の 
Q NN っ の 醒 Q お せ G 舞 人 ぬ N 租 人 玩 人 6 」 く で さき 半 時 大 gi 
g 1 く 3 に pa へ 1 隊 恥 ご ネ ホ 三 や ゃ 附 ふ 0 清 洗 仁 昔 スコ 8 ま | 大 
< で きこ や Rm 上 度 志 ・ 王 ふく 宮入 呈 まる ! ミ 規 s 信 向 | 部 王 
= に 」 8 全 守 つ 補っ 四 ら 回 6 ー| 二 
s 生 世 盾 必 紀 症 や 」N 才 本 夫 。 ! 。 ざ ママ 旨 や な 呈 革 応 | 層 玉 
上 彰 っ ポ Q 條 KA 本 押 晶 本 宮 で 避 選 る で > 介 1 凍 
上 ーー 由 加 ロ < く 革 」 負 了 半 訂 一 庫 台 5 ご 約 釣 演 記 庶 て 束 | 才 忠 想 
ジ 問 | 局 5 対語 対 対 室 唱 導電 棋 | 半 四 思 
= 還 本 か コート 8 各 下 Mo 克つ パス 世 纏 づつ 王 8 吾 当 馬 人 ト 区 時 | 3 賜 直 


相模 原 キ ャ ン パ ヌ で 


組み 


て られ た MMO の 構造 モデ ル 


立 


阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
一 臣 


山根 


委員 
顧問 


ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め サ イト 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! 


ロケ ッ ト 打 ち 上 げ や 「 か ぐ や | の 
ハイ ビジ ョ ン 映 像 を 楽し め る 「JAXA 動 画 」 

今回 ご 紹介 する の は 、 宇 宙 や 航空 分 野 の 最新 
映像 を 視聴 で き ダ JAXA 動画 ] で す 。 JAXA ウェ 
ブサ イト の トッ プペ ー ジ 右側 に 並ん で いる サイ ド メ 
ニュ ー の 中 ほど の 「JAXA 動画 ] を クリ ッ ク す る 
と 動画 メニ ュー が 開き ます 。 

ここ で まず 見 て も らい た い の は 、 何 と いっ て 昔 ハ 
イ ビ ジ ョ ン 映 像 ] で す 。 運用 中 の 月 周回 衛星 「 か 
ぐ や | の ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 撮影 し た 「 満 地球 
の 出 」 や 、 ダ イナ ミッ ク な H- II A ロケ ッ ト 打 ち 
上 げ な どの 動画 を 、 高 画質 で ご 覧 いた だ く こ と が 
で きま す 。 

子ども か ら 大 人 まで 、 宇宙 に つい て 楽し みな が ら 
学べ る [JAXA 動画 for キッ ズ | も お すす めで す 。 
| 『 ユ の マー ク が 付い て いる 映像 は 、DVD の 
貸し 出し サー ビス も 行っ て いま す の で 、 学 校 の 授 
業 で 使っ た り 、 科 学 館 、 プ ラ ネ タ リウ ム な ど で 上 
映 を ご 希望 の 方 は 、 ぜ ひ 一 度 JAXA まで お 問い 
合わ せく だ さい 。 


JAXA 動 画 Ih も も Ep://VyVWV.ja コ Xa 


4 年 間 の バッ ク ナ ン バー を 

すべ て 読む こと が で きる 「 機 関 誌 JAXA's」 
JAXA ウェ ブサ イト で は 、 い ま 皆 さん が お 読 

の 、 こ の [JAXA's] の バッ ク ナ ン バー も ご 覧 に 

な る こと が で きま す 。JAXA ウェ ブサ イト の トッ 


結 『 記 | 国 出 町 」 


プペ ー ジ の 右上 に ある 「 広報 サー ビス 」 の ボタ ン 
を クリ ッ ク し 、 リ ンク 先 の ペー ジ 右 側 中 ほど に あ 
る 「 機 関 誌 JAXA's] を 選択 する と 、 最 新 号 の で 
[JAXA's] を PDF ファ イル で ご 覧 いた だ け ま す 。 に 下 


また 、 そ こ に ある 「 過 去 の JAXA's は こち ら ]」 
の リン ク を クリ ッ ク す る と 、 創 刊 号 か ら 最新 号 ま 
で 約 4 年 分 の 「JAXA's| バッ ク ナ ン バー を すべ 
て 読む こと が で きま す 。 

な お 、「JAXA's] の PDF ファ イル を 見 る た め 
に は 、Adobe Reader と いう ソフ ト が 必要 で す 
の で 、 事 前 に アド ビシ ステ ムズ 社 の ホー ムペ ー ジ 
か ら ダ ウン ロー ド し て 、 お 使い の 端末 (パソ コン な 
ど ) に イン スト ー ル し て お いて くだ さい 。 
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